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研究成果の概要（和文）：本研究では、審判員の心理面の強化を図るために、審判員特有の心理的スキルを診断
できるフィードバックシートを開発し、心理的スキルを改善する方略について検討した。まず、フィードバック
シートの作成にあたっては、審判員自身で実施可能な実用的なシートを開発した。また、心理的スキルを改善す
る方略をボトムアップ的に収集し、「セルフトーク」や「成功イメージ」「目標設定」など多様な方略が報告さ
れた。さらに、審判経験は自己コントロールや表出力、自信に影響することが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study develops a feedback sheet for verifying the psychological skills 
particular to referees and discusses strategies for improving such psychological skills in an effort
 to improve the psychology of referees. First, for the feedback sheet, a practical sheet that can be
 filled out by the referee themselves was developed. Moreover, strategies to improve psychological 
skills were collected bottom-up, asking for diverse strategies like “self-talk,” “envisioning 
success,” and “setting goals.” Furthermore, the results suggested that referee experience affects
 self-control, resolute attitude and look, and self-confidence.

研究分野： スポーツ心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
審判員における心理的スキルを診断できる検査は世界的にみてもほとんど見られず、その結果のフィードバック
シートを含めた心理診断システムを開発することは学術的意義として高いものである。さらには、本研究から提
示された知見・報告は審判員におけるメンタルトレーニング研究を発展させ、ひいては審判育成に貢献できるこ
とを考えると、社会的意義も高いと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 審判員の役割は試合において実際に生起する様々な事象をルールに基づいてコントロールす
ることであり、上手くやって当然、少しのミスも許されないため常にストレスフルな状況に置
かれている。そのため、日本サッカー協会（2002）においても国際審判員の心理サポートの重
要性が指摘されている。特に、Gouttenbarge ほか（2017）の研究では、イングランドプレミア
リーグにおけるサッカー審判員の 30％がストレスによる身体的愁訴がみられ、パフォーマンス
に影響したことを報告している。そのため、審判員に対するストレス対策やメンタルトレーニ
ング（以下、MT）のニーズは高まり、心理サポートの要望は増えている。そこで、村上ほか（2015）
は審判員に必要だと思われる心理的スキルの内容を抽出した。そして、審判員の心理的ストレ
スにも着目して、審判員のストレスの実態とその効果的対処を理論的・実践的に検討してきた
（村上ほか、2019）。 
 このように審判員の心理的側面に焦点を当てた研究は行われてきたものの、審判員に MT を
実施する過程において、心理検査を活用する際にフィードバックの問題が現場から多く挙げら
れた。また、経験の浅い審判からトップレフェリーまで多くの審判員に心理検査を活用しても
らうためには、フィードバックツールを標準化し、MT に関連する教材（テキストやワークブ
ック）を作成する必要がある。そのためには、フィードバックの方法をマニュアル化し、審判
員自身が実施できる診断システムを実用化することで、普及が進むと考えられる。したがって、
審判員の心理診断システムを構築することによって、審判員の心理サポートの発展に有益では
ないかと感じたことが本研究の背景にある。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，審判員の心理面強化を図るために審判員特有の心理診断システムを構築し、そ
の効果を検証することを目的としている。具体的には、１）質問紙調査及び面接調査を実施す
ることにより、審判員の心理的課題を明らかにすること、２）自由記述調査で得られた知見か
ら審判員用心理検査のフィードバックシートを開発すること、３）審判員用のメンタルトレー
ニング教材を作成し、心理診断システムを試作すること、４）開発された心理診断システムを
評価することの 4 点を目的とした。 
 
３．研究の方法 
１）審判員の心理的課題に関する実態調査と MT への要望 
 対象者はチーム競技の審判インストラクター9 名であった。対象者は球技系種目の公認審判
員であり、いずれも競技団体における最上級の審判資格を過去に所持していた。事前に作成し
たアンケート用紙を用いて、審判活動を行う上で体験している悩みごとやストレス、そして
MT への要望について調査を行った。アンケート結果についての整理・集約は、スポーツ心理
学者 3 名によって行われた。まず、2 名の分析者により、報告された内容について分析を行っ
た。続いて、2 名の分析者によって得られた結果を残りの 1 名の分析者によって再度吟味した。 
 
２）審判員用心理検査のフィードバックシートの開発 
 対象者は１）と同様の審判員であり、心理検査のフィードバック方法とその活用方法、活用
の際の留意点について回答を求めた。得られた回答内容は KJ 法に基づいて整理・集約された。
結果を基にして、審判員用心理的スキル尺度のフィードバックシートを試作した。 
 
３）審判員用のメンタルトレーニング教材作成に向けた内容の検討 
審判員用のメンタルトレーニング教材を作成するために、心理的スキルを改善するための方

略について自由記述調査を行った。対象者はチーム競技の審判インストラクター9 名（平均経
験年数 25.3 年）であり、競技団体が公認する審判資格を有していた。調査は、審判員用心理的
スキル尺度（PSIR：村上ほか、2017）の下位因子（自己コントロール、表出力、意欲、自信、
コミュニケーション、集中力）について、普段活用している高め方や改善方法、工夫について
自由記述で回答してもらった。また、ラグビー審判員 1 名および野球審判員 1 名を対象として、
普段実践している心理的スキルの増強方法についてインタビュー調査を行った。 
 
４）審判員用心理的スキル尺度のデータの収集および分析 
 審判員の心理的スキルに関連する要因を明らかにして、尺度の活用可能性を検討した。対象
者はチーム種目の審判資格を有する 81 名（平均経験年数 14.3 年）であり、審判資格は国際資
格、1 級、2 級、3 級と多岐に渡っていた。審判員用心理的スキル尺度は村上ほか（2017）によ
って開発された心理検査であり、6 因子（自己コントロール、表出力、意欲、自信、コミュニ
ケーション、集中力）24 項目から構成されている。今回は心理的スキルの各因子と経験年数や
資格レベルとの関連性について検討した。 
 
 



４．研究成果 
１）審判員の心理的課題に関する実態調査と MT の要望 
 審判員の心理的課題について内容分析を行った結果、12 カテゴリーが抽出された。まず、リ
モートの研修の増加や仕事・家庭との両立といった「時間的負担」に関する内容が挙げられた。
続いて、指導者による評価の差異や自分のジャッジパフォーマンスの評価など、「自分の評価」
に関する問題が示された。次に、選手からの判定への不満、規則に対する選手の理解不足とい
った「審判への抗議」も課題として挙げられた。その他、「指導内容」や「審判力向上のための
取り組み」などが報告された。 
 一方、実施したい MT について内容分析を行ったところ、11 カテゴリーが抽出された。まず、
失敗した時のリセット方法や失敗を引きずらない「気持ちの切りかえ」、不安にならないような
「不安への対処法」が多く挙げられた。また、「自己分析」や「イメージトレーニング」「決断
力」「自信」「モチベーション」などが実施したい MT への要望として示された。審判特有の
MT として、選手への対応の仕方といった「コミュニケーションの取り方」が報告されたこと
は興味深いといえる。 
 
２）審判員用心理検査のフィードバックシートの開発 
 心理検査のフィードバックに関する回答として、「結果の伝え方」「分かりやすさ（グラフ化
や Web 上での開示）」「継続的な記録」などを考慮する必要があることが明らかにされた。これ
らの結果を基にして、右記のよう
な審判員用心理検査のフィード
バックシートを開発した（図 1）。 
 
３）審判員用のメンタルトレーニ
ング教材作成に向けた内容の検
討 
教材作成のために、心理的スキ

ルの改善方法について報告され
た内容を整理・集約した結果、自
己コントロールに関しては、「セ
ルフトーク」や「プラス思考」と
いった前向きな取り組みを意識
していることが報告された。気持
ちを切り替えるために「ルーティ
ン」が活用されていることも示さ
れた。また、自分の判定を受け止
める、失敗やミスを受け入れると
いった「結果の受け止め」も気持
ちをコントロールするための重
要な方略といえる。その他、イメ
ージを活用している審判も多か
った。 
表出力については、「動きのメ

リハリ」「姿勢の意識」「笑顔」「自
分を演じる」「映像の活用」「疲労
を見せない」のカテゴリーに分類
された。特に、自分の姿勢を映像
や鏡で確認する方略を活用して
いる報告が多かった。 
意欲に関しては、「成功イメー

ジ」「同僚との意見交換」「高い目標」
「責任感」などが報告され、認知的な行動方略（目標設定や報酬設定）だけでなく、同僚との
意見交換といったソーシャルサポートも有効な方略として挙げられた。 
自信については、「動作・姿勢・表情」「競技規則の理解」「正確なジャッジ」「経験」などが

報告された。自信を高めることは容易ではないが、競技規則を十分に理解し、動きを改善する
ことで、自信を高めることが可能になるかもしれない。コミュニケーションに関しては、「審判
間のノンバーバル・バーバルコミュニケーション」「選手との接し方・距離感」「選手への声か
け」「あいさつ」などが方略として報告された。シグナルやアイコンタクトといった非言語的な
部分でのコミュニケーションが報告されたことは興味深い。 
集中力については、認知的な方略（セルフトークやプラス思考）だけでなく、試合中に動作・

動きを活用していることが報告された。特定の行動を繰り返すことにより、集中力が改善する

図 1 開発されたフィードバックシート（一部抜粋） 



平均値 SD 平均値 SD

F１：自己コントロール 10.2 3.84 12.8 3.68 8.97 **

F２：表出力 14.0 3.06 15.4 3.01 3.82 *

F３：意欲 17.5 2.49 18.2 2.32 1.68

F４：自信 11.9 3.25 14.3 3.37 9.84 **

F５：コミュニケーション 16.5 1.85 17.1 2.52 1.22

F６：集中力 14.8 2.11 15.7 3.09 2.23

**P<.01, *P<.05

10年未満群（n=34） 10年以上群（n=47）
Ｆ値

ことを審判員が意識していることが示された。 
 
４）審判員用心理的スキル尺度のデータの収集および分析 
 野球審判員の心理的スキルの特徴を明らかにするために、審判の経験年数と資格レベル、
そして心理的スキルの関連性について検討した。まず、対象者を審判歴によって 2 群（10 年
以上群、10 年未満群）に分類した。そして、審判員の心理的スキルの各因子に対する評価の
差異を検討するため一元配置の分散分析を行った。その結果、自己コントロール、表出力、自
信において有意差が認められ、審判歴 10 年以上の群が高い得点を示した（表１）。また、審判
の資格レベルと心理的スキルとの間には全ての因子において有意差が認められなかった。つま
り審判の資格レベルよりも審判経験が心理的スキルに影響することを意味する。村上ほか
（2017）の先行研究ではハンドボール審判員の心理的スキルには資格レベル差があることを報
告しており、本研究では異なる結果が得られた。このような知見が得られたことから、審判員
の心理的スキルについてさらなる関連要因の検討が必要とされる。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
５）審判員の心理診断システムの構築に向けて 
 審判員の心理診断システムの構築に向けて、研究者間で議論を行った。その結果、フィード
バックシートの開発、審判員に必要なメンタルトレーニングプログラムの内容について確認し、
教材作成に着手できた。しかしながら、2020 年度から 2022 年度まで新型コロナウィルス感染
症の影響により研究が滞ってしまい、MT 教材の開発および評価といった心理診断システムの
構築までは至らなかった。今後は本研究で得られた知見を参考にして、継続して心理診断シス
テムの構築を進めていく。 

表 1 審判経験と心理的スキルの関連性 
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